
令和６年度集団指導
（障害児入所支援）



• 指定障害児入所施設等の設置者は、１５歳に達した障害児について

将来、地域や障害者施設等適切な移行先に移行できるよう、

「移行支援計画」を作成する必要があります。【基準第21条の2】

• 移行支援計画の作成は、児童発達支援管理責任者が担当してください。

• 指定障害児入所施設においては、 移行支援計画に基づき、自立支援

や見学・体験、移行先との調整や移行後のフォローに、都道府県等や

関係機関と連携しながら取り組む必要があります。

移行支援計画の作成について



移行支援計画の作成について



移行支援計画の作成手順

アセスメント

支援内容検討
原案作成 個別支援会議

計画の説明・

同意・交付
モニタリング

• 作成手順は、入所支援計画と同様です。

• 少なくとも６ヶ月に１回以上、移行支援計画の見直しの検討を行い、
必要に応じて計画の変更を行ってください。



移行支援にかかる加算①

移行支援関係機関連携加算

対象児童
15歳以上に達した入所児童

⚠15歳未満の入所児童であっても、移行先が決定している場合は、切れ目のない支援を継続する

観点から移行支援計画を作成することが望ましいため、対象として差し支えない。

実施内容

障害児入所施設が入所児童の移行支援計画を作成又は更新する際に、関係者が参画する移行支
援関係機関連携会議を開催し、入所児童の移行支援に関して連携調整を実施する。

①会議には、入所給付決定（入所措置）を行った都道府県等 、移行予定先（未定の場合には
保護者の居住地又は障害児入所施設の所在地）の市町村及び基幹相談支援センター（基幹相談
支援センターが設置されていない場合は指定特定相談支援事業所）、入所児童が所属する教育
機関の出席を基本とすること。

※必要に応じて、入所児童本人及びその家族、移行予定先の日中活動サービスや居住先施設の関係者、医療機関等の

 関係者その他の入所児童の移行支援に関係する者の参加を求めること。

②会議においては、児童発達支援管理責任者又はソーシャルワーカーが、児童の状況、
移行支援計画の原案の内容及び実施状況について説明を行うとともに、参加者に対して、
専門的な見地からの意見を求め、移行支援計画の作成又は変更その他必要な便宜の提供に
ついて検討を行うこと。

③会議における検討を踏まえて、移行支援計画の作成又は見直しを行うこと。
作成又は見直しに当たっては、関係者との連携方法等を具体的に記載すること。



移行支援にかかる加算②

体験利用支援加算

対象児童
重症心身障害児、重度障害児又は強度行動障害を有する児童

⚠移行支援計画において体験利用が計画されていること

実施内容

退所予定日から遡って１年間のうちに、次の①②に該当する支援を行う。

①体験利用の日における新たな環境への適応に対する支援その他便宜の提供
・体験先施設等へ付き添うこと（一部の日程で行わないことも可）
・体験先施設等からの緊急連絡に対応できる体制（夜間の対応を含む）を確保すること

②体験利用に係る関係者との連絡調整 ・ 相談援助
・体験先施設等に障害児の状態像や支援内容を情報共有すること
・障害児の特性や状態等を踏まえた環境調整や対応の助言援助を行うこと
・体験の内容及び体験時の障害児の様子、体験終了後の障害児及び体験先施設等からの
所見や移行支援に係る意見について、記録を行うこと

・体験利用を踏まえ、必要に応じて移行支援計画を更新すること
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